
（款）　 （項）　5消防費 （目）　

◎消防施設の経費

【総合計画上の位置づけ】

【事業の目的】
対象

意図

効果

【事業の内容】
(1) 消火栓管理事業

・
・

【事業費】

主な支出内訳
・

主な特定財源
・ 国県支出金 267

　消火栓維持管理補償料
　消火栓新設補償料（１基）

20

消火栓管理事業
　消火栓路面表示焼付塗装委託料 239

32,552 32,552 32,532

水道法の規定に基づき、消火栓の維持管理に要する経費を負担した。

31,996
297

（単位：千円）

当初予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

水道局が行う配水管の新設及び交換等に併せて適地を選定し、消火栓を新設した。

消防水利

火災等に対応するための水利の確保を行うため。

市民を火災等から守る。

50消防費

消火栓管理事業 【 警防救急課

15消防施設費

】

安全で快適な生活が送れるまち
地域安全：災害対策、交通事故や犯罪などへの安全対策が進められているまち

区域 鎌倉 腰越 深沢 長谷 浄明寺 大船 玉縄 今泉 台 合計

20年度
設置数

1

20年度
現在数

358 485 497 161 287 309 288 231 149 2,765

公設消火栓

1



事務事業

№/名　称
事務事業
単　　　位

主管課 　警防課（警防救急課） 関連課

分野名 地域安全

目標
（目標値）
人口等の データ区分

データ 人　　　口
世　帯　数

運営資源 決算値

状　　　況 （国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）

人員配置数

人 件 費

協　働　の
パートナー

事務事業
運営経費

市民１人当
りの経費

対象者１人
当りの経費

　２０年度事務事業の変更点（新規・廃止・縮小した個別事業）/事業仕分けの視点による妥当性の評価

変更額（千円） 妥当性※

※妥当性の評価

① 必要性なし

② 民間

③ 国・県

④ 現行どおり(鎌倉市)

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

　　評価　　◎：目標を達成　　○：目標に向かって前進している　　△：横ばい　　×：後退している

　ベンチマーク（県内外自治体や民間団体との比較値）

団体名 鎌倉市 横浜市 川崎市 横須賀市 平塚市 藤沢市 茅ヶ崎市
人口 173,746人 3,659,010人 1,389,784人 418,870人 260,123人 405,939人 233,240人

火災件数（20年中） 34件 1,086件 459件 151件 99件 104件 60件
損害額（20年中） 117,072千円 1,316,068千円 563,103千円 554,769千円 283,496千円 96,518千円 87,533千円

　235　消火栓管理事業

個別事業名

２０年度

事業の変更点・変更理由

指　　標

１９年度 １８年度

175,902人 175,051人

指　　標

指　　標

■サービス部門

□支　援　部 門

ザイムス
コード及び
個別事業
名

176,484人

評価

評価

評価

消防-10 消火栓管理事業

・各年4月1日

77,430世帯 76,536世帯 75,611世帯

267千円 136千円 

9,727千円
1.0人1.0人 1.0人

9,564千円

42,096千円 26,277千円

9,599千円

評価

最終年度（　　年度）

16,338千円 

16,202千円

22年度 最終年度（  年度）

火災等、各種災害に対応できるよう、消防施設の維持管理を行う。

26,065千円総事業費

32,532千円 16,678千円 

32,532千円 16,411千円

37,379千円

逗子市
58,612人

20件13件

三浦市
48,813人

239円 149円 149円

29,696千円

最終年度（　　年度）

平成21年度事務事業評価シート

22年度

22年度

指　　標

22年度 最終年度（　　年度）

備　　考



A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 無

A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 無

担当部名 部長名

創意・工夫・
課題等改善
状況

（上記対応できなかった課題・問題点について今後どのように対応（改善）していきますか）

平成21年度事務事業評価シート

二次評価（部長評価）

今後の方向性

担当課長氏名： 斎藤　務

特になし。

特になし。
（20年度事務事業を実施するうえでの課題・問題点は、どのようなことでしたか）

（課題・問題点についてどのような創意工夫、改善をしましたか。また、どのような成果がありましたか）

（20年度事務事業の取組において対応（解決）できなかったものはどのようなことですか）

特になし。

課題・問題点

未解決の課
題・問題点

今後の方針
（対応・改善）

創意・工夫・課
題等の改善点
20年度の成果

Ｂ

特になし。

消防本部 畑　光則

一次評価（課長評価）

B

今後の方向性消火栓の維持管理に努め消防の責任を果たす。

 今後も火災等に即時、対応できるよう定期的に点検を実施し、水道局と連携を図り維持管理
に努める。


